
アメリカ研修 報告書 ６日目（12/15） 

 

今朝のサンフランシスコは雨で気温は１２℃でしたが、風が強く肌寒い一日となりました。この時期

は雨期のため晴れる日は少なく例年このような天気が続きます。 

 

アメリカ研修もいよいよ後半戦に突入しました。今朝も全員が 8時半の集合時間に集まることができ

ました。実はこの辺りが生徒にとって疲労度がピークになり、集中力が切れると同時に、「慣れ」から緊

張度が緩む時期でもあります。 

昨日の振り返りでは全員がもう一度気持ちを引き締めて残りの研修に挑むことが再確認できました。

実際ここからが生徒達にとって本当の研修になります。言葉や文化も違い、また親が身近にいない環境

の中で生徒達が日々直面する「困難」を試行錯誤しながら乗り越えていくことが、生徒達を大きく成長

させ自信をつけさせていきます。 

 

午前中の英語レッスンでは、残り 2日ということもあり、生徒達はどうしたらもっと留学生に話しか

けることができるのか試行錯誤しています。あるクラスでは、生徒達が知恵を振り絞って、留学生が隣

に座れってくれるよう、あえて隣の席を空けてバラバラに座ったりしていました。また昨日の振り返り

で、周りの留学生とは二度と会う機会もないかもしれないので、別に恥ずかしく思わずに気楽に話しか

けることができるといった意見を、アドバイスとして挙げた生徒がいました。 

その成果もあったのか、1時間目と 2時間目の休憩時間では留学生と連絡先を交換したり、その後のラ

ンチを一緒にとる約束をしたりしている生徒もいました。まだ一歩を踏み出せていない生徒もいますが、

彼らの中の「葛藤」がまた成長の種となっていくのは確かです。 

 

午後は、市内で一番規模の大きい博物館「カリフォニア科学アカデミー」を訪問しました。ここは屋

内に、プラネタリウム、世界の熱帯雨林、水族館が集結し、2008年のオープン以降世界中の注目を集め

ている博物館です。 

午後になると雨と風が強くなり、語学学校から Montgomery駅まで徒歩で向かうだけでも一苦労でした。

Montgomery駅からは Muniバスに乗り施設の近くまで向かいました。博物館には 13時 50分に到着。館内

を見学したり、プラネタリウムを楽しんだりしました。 

博物館のスケールの大きさは評判通りでしたが、実は、14時半のプラネタリウムの放映まで少し時間

があったため、1年生だけで集まり、明日の「ビンゴ」の打合わせもしました。今回は 1年生だけで計画

から実施まで進めていくことになったためです。また 1年生リーダーには、あえて 2年生に頼らず、1年

生だけで進めていくことをミッションとして与えました。そういった中、リーダーの 2人が他の 1年生

をどうまとめて実施していくのか、とても楽しみです。明日 1年生は 8時に語学学校に集合して、今日

出し合った意見をもとに最終確認をしていきます。 

 

 ここまで 2年生を中心に「リーダーシップ研修」を進めてきましたが、1年生に主導権を持たせていく

ため、今日からの帰宅連絡網の責任者も 1年生に担当してもらい、これまで 2年生が背負ってきた「責

任」を 1年生にも経験してもらいます。早速希望を聞いたところ、何人もの生徒が手をあげてくれまし

た。今日、明日と日替わりの担当者を決めて役割を担ってもらうことになりました。 



 明日の班別自由行動を実施するかどうかも、今晩と明日朝のみんなの行動をみて判断することを伝え、

「カリフォニア科学アカデミー」を後にしました。 

 

明日が語学学校での最終日となります。生徒たちが日々成長している様子を目のあたりにしている立

場としては、明日の彼らの姿がとても楽しみです。 

 

 

【生徒の感想から】 

 

・授業では意外とみんな間違えた答えを言う。しかしそんな時は周りの人が正しい答えを言ったり、先 

生が次の人を当てたりして、個人個人の意見を尋ねている印象を受けた。 

 

・反省会を開いたことは大きな意味があったと思う。あえて言うなら、自分が一番変化をしなくてはい

けないと思った一日だった。 

 

・色々なハプニングがありつらかったけど、それを乗り越える力を得たと思いました。 

またホームシックになりつらかったけど、家族の温かさや愛情を改めて感じました。 

 

・上原さんの話から、高校生のうちに「やり切りたい事」をすべて達成できるよう今からがんばりたい 

と思いました。 

 

・上原さんの話では、PDCAサイクルという学習方法がとても印象に残りました。自分の勉強方法と照ら 

し合わせると「Check」と「Action」が足りていませんでした。 

 

・今まで PDCAサイクルについて聞いたこともなかったし、考えたこともなかったので、次回からやって 

みようと思った。 

 

・上原さんのお話から。アメリカでは、意見を言わないと何も考えていないと思われるそうなので、明 

日は正解が分からなくても、何か授業で言おうと思います。 

 

・上原さんのたくさんのお話の中で一番心に残ったのは、「生産性」という言葉です。生産性とは、頭を 

使って考えることで効率をあげていくことを目指すものだそうです。私はいつも効率が悪いことで悩 

んでいたので、とてもためになりました。 
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